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近い将来、私たちの知らないうちにゲノム編集食品
が我々の食卓にのぼる可能性や、ゲノム編集食品の安
全性と環境への影響、及びゲノム編集技術に関する情
報不足の現状について、市はどのように認識している
か。

ゲノム編集技術について市民が正しく理解して対応
できるように、賛否様々な立場の専門家を招いての学
習会やシンポジウムなどの開催を提案するが、いかが
か。

ゲノム編集技術に関する情報提供と認識の共有につい
て。

まずは、行政自身がゲノム編集技術について正しく
理解し、国が強力に推進している成長戦略におけるゲ
ノム編集技術の問題点と規制の現状を正しく認識する
必要があると考えるが、いかがか。

遺伝子操作によるゲ
ノム編集食品の現状・
課題などの情報を市民
と共有する取り組みに
ついて

学校によって自由プールの実施日数が違うのはなぜ
か。

　ゲノム編集食品に対する認識について。
現在、開発中のゲノム編集食品には、通常より可食部

位が１．５倍もある豚や養殖鯛、栄養成分ＧＡＢＡが多
いトマト、発芽時に毒素が出ないジャガイモなどがあ
り、今年の夏～秋にも市場に出ると言われている。

１日２時間ほどの自由プールもできないほど、正規教
員の減少や教員の多忙化が進んでいるのか。

学校給食におけるゲノム編集食品の取り扱いについ
て。

子どもの健全な成長や夏休みの生活充実などの観点か
ら、自由プールの意義や必要性をどう考えるか。

文部科学省から自由プール縮小の通知がでている理由
は何か。

監視員体制などの条件が整えば、自由プールの実施日
数を増やす考えはあるのか。

監視員（教員）不足の状況を改善するために、保護者
や地域住民などに監視員協力の呼びかけをしているの
か。

小学校夏休みの自由
プール実施日数が激減
していることについて

遺伝子組み換えでは、元の生物の遺伝子に種を超え
た他の生物の遺伝子が組み込まれるので、作物や食品
に対して法律に基づく安全審査と表示義務が課されて
いるが、ゲノム編集食品にはこのような法的規制がな
い。この点についての認識はあるか。

遺伝子組み換え食品と同様に、学校給食ではゲノム
編集食品を食材や調味料として一切使用しない姿勢を
持つことが大切だと考えるが、いかがか。
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